
平成20年度

市の財政状況
ニューススポット

お知らせ

しんしろ・知ろう・あらかると
まちの話題

高度1万メートルから見た
地球環境 No.4

http://www.city.shinshiro.lg.jp    E-mail : info@city.shinshiro.lg.jp
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休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で緊急医の情報を
ご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

�23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分

医科 　―――――――――――

午前9時～正午

開設日 　――――――――――

開設場所 ―――――――――

歯科 　―――――――――――

日曜日、国民の祝日

および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来

のみです。利用されるときは、

必ず「健康保険証」などをご

持参ください。
いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

緊 急 医

内科、小児科

診療時間 ―――――――――

午後8時～午後11時

受付 　―――――――――――

午後7時30分～午後10時30分

開設日 ――――――――――

月、火、金、土曜日

（祝日は除く）

休診日 ――――――――――

水、木、日曜日、国民の祝日

および年末年始

開設場所 　―――――――――

新城市夜間診療所
新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）

�24-1161

7月
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住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場を
ご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

高木内科医院（栄町）

ちさと医院（杉山）

荻野医院（長篠）

茶臼山厚生病院(富沢)

あいきょうクリニック(大野田)

織田医院（下吉田)

くまがい医院（富永)

緑が丘診療所（緑が丘)

あいきょうクリニック（大野田)

内山医院（平井)

宮本病院（海老)

ながしのクリニック（長篠）

おさだファミリークリニック(本町)

しんしろフィットクリニック(川路)

中根医院（本町）

米田内科（平井）

のだクリニック（中市場）

今泉病院（栄町)

おさだファミリークリニック(本町)

しんしろフィットクリニック(川路)

内山医院（平井)

中村医院（的場）

茶臼山厚生病院（富沢)

西新町内科整形外科外科医院(東新町)

星野病院（大野)

中根医院（本町）

ほうらいクリニック（大野)

むらまつ内科（東新町）

高木内科医院（栄町）

ちさと医院（杉山）

静巌堂医院（副川）

　山地の草原や明るい森林に生育する多年草。

地下に白い鱗茎（いわゆるユリ根）がある。大

きく育ったものは花茎をのばし、6月から7月に

かけて美しい花を咲かせる。この地域は日本の

ユリの東西分岐点で、東にヤマユリが、西にサ

サユリが分布する。

さくら眼科（上平井）　　　　� 22-4100

石川整形外科クリニック（平井）　� 24-6500

皮フ科新栄クリニック（平井）　� 24-6022

皮フ科新栄クリニック（平井）　� 24-6022

春日眼科（杉山）　　　　　　� 24-3222

春日眼科（杉山）　　　　　　� 24-3222

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。
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夜　間
診療所

休　日
診療所

診療時間
午後7時～午後11時
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

り ん け い
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連

合

氏
　
　
　
名
　
　
　

　性
別
　

　保
護
者
　
　
　

地
　
区

5月届出分
元気でよい子に…

※5月1日～31日の間に届出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

1歳（平成19年12月28日生）

父　梅澤正和さん・母　ちひろさん（新城・中宇利）

1歳（平成20年3月27日生）和武くん
うめざわまさかず

父　梅村和宏さん・母　恵里子さん（新城・杉山）

うめむらかずひろ え　り　こ

な ご む
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毎
日
5
回
、
15
分
間
放
送

①

午
前
8
時

②

午
後
1
時

③

午
後
4
時

④

午
後
7
時

⑤

午
後
11
時

　
番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日

　
午
後
7
時
に
入
れ
替
え
、
1
週

　
間
ご
と
に
更
新

市政番組キャラクター「亀姫」

※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　
の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

7
月
1
日

　
～

7
月
8
日

7
月
8
日

　
～

7
月
15
日

7
月
15
日

　
～

7
月
22
日

7
月
22
日

　
～

7
月
29
日

7
月
29
日

　
～

8
月
5
日

・
お
田
植
え
感
謝
祭
「
み
ん
な
で
灯
そ
う

千
枚
田
」

・
山
吉
田
小
学
校
　
3
週
目

・
職
場
体
験
（
東
郷
中
学
校
）

・
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
第
2
回
「
湿
原
の
保
全
と
生
き
も
の
た
ち
」

・
山
吉
田
小
学
校
　
4
週
目

・
木
造
住
宅
耐
震
対
策
事
業

　
夏
休
み
子
ど
も
耐
震
講
座

・
ツ
ー
ル
・
ド
・
新
城

・
東
郷
中
学
校
　
１
週
目

・
愛
知
県
操
法
大
会
に
向
け
て

・
お
た
べ
ん
！
し
ん
し
ろ

　
「
ナ
ス
と
ト
マ
ト
を
使
っ
た
料
理
」（
拡
大
枠
8
分
）

・
東
郷
中
学
校
　
2
週
目

・
中
学
校
総
合
体
育
大
会

・
東
郷
中
学
校
　
3
週
目

・
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

放

送

日

番

組

内

容

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
6
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

は 　 く

集まれ ! ちびっ子広場に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。
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歳　　　　入 予 算 現 額 収 入 済 額 予 算 現 額 支 出 済 額歳 　 　 　 出

市 　 　 　 　 　 税 76億5,674万円

32億7,416万円

37億3,809万円

2億6,433万円

3億8,016万円

48億2,616万円

22億7,152万円

20億5,430万円

12億1,490万円

10億4,567万円

9億62万円

4億5,000万円

20億2,309万円

47億1,425万円

38億5,611万円

31億7,143万円

26億4,864万円

20億3,992万円

19億8,212万円

17億5,382万円

10億7,743万円

11億9,928万円

30億435万円

27億1,778万円

30億8,906万円

20億552万円

11億5,649万円

16億2,781万円

11億4,333万円

7億3,374万円

10億4,190万円

73億4,520万円

29億6,752万円

37億6,575万円

2億2,297万円

3億8,896万円

51億7,476万円

9億3,256万円

1億6,530万円

6億7,539万円

9億389万円

9億62万円

4億7,942万円

19億4,305万円

地 方 交 付 税 � � 

国 庫 支 出 金

市 債 � 

県 支 出 金 � 

諸 収 入 � 

繰 越 金 � 

地 方 消 費 税 交 付 金 � 

そ の 他 � �

市 民 税

固 定 資 産 税

都 市 計 画 税

そ の 他

民 生 費

総 務 費 �

公 債 費 �

衛 生 費 �

消 防 費 ��

教 育 費

土 木 費 �

農林水産業費�

そ の 他 �

内
　
　
訳

平成20年度決算額は、12月号で報告します。

皆さんのために使われたお金�

32万1,388円

企業会計
69億331万円

特別会計
109億335万円

一般会計
244億8,781万円

皆さんが負担した市税�

14万2,897円

市民一人あたりの市税の負担状況市債の状況（平成20年度末現在残高見込み）

万円
35

30

25

20

15

10

5

0

財政課　� 23‐7616

平成21年3月31日現在の市の家計簿をご覧ください。

《収入・支出済総額に4月、5月分の収入･支出額が加えられ決算額となります》

平成20年度

■本●問

会 計 名 予 算 現 額

予算現額

執行率（%）

収 入 済 額

収入済額

予算現額

執行率（%）

支出済額

支 出 済 額

予 算 現 額区 　 　 分会 計 名 収 入 済 額 支 出 済 額

45億91万円

7億4,089万円

8億2,997万円

9億8,587万円

1,191万円

0万円

34億9,517万円

6億8,063万円

7億8,098万円

6億1,012万円

1,196万円

0万円

40億4,226万円

6億3,081万円

7億9,032万円

8億3,682万円

962万円

0万円

国 民 健 康 保 険 事 業 �

老 人 保 健 �

後 期 高 齢 者 医 療 �

介 護 保 険 事 業 �

国 民 健 康 保 険 診 療 所 �

簡 易 水 道 事 業 �

農 業 集 落 排 水 事 業 �

公 共 下 水 道 事 業 �

地 域 下 水 道 事 業 �

宅 地 造 成 事 業 �

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

新 城 市 民 病 院 事 業 �

 

水 道 事 業 �

 

工 業 用 水 道 事 業

127億5,691万円

70億6,955万円 55億7,886万円 63億983万円

90億4,801万円 107億9,248万円特　別　会　計　合　計�

企　業　会　計　合　計�

市税

地方
交付税

国庫
支出金

市債

県支出金

諸収入

繰越金

地方消費税
交付金

その他

民生費

総務費

公債費

衛生費

消防費

教育費

土木費

農林
水産業費

その他

95.9%

107.2%

8.0%

55.6%

86.4%

100.0%

106.5%

96.0%

41.1%

63.7%

97.4%

70.5%

75.7%

56.7%

82.1%

65.2%

68.1%

86.9%

0      10      20     30     40    50     60   70　 80億円 0　　　10　　　20     30 　　 40  　    50億円

46億8,856万円

4億7,386万円

9億19万円

36億8,805万円

2億1,750万円

12億9,226万円

5億2,043万円

9億1,040万円

890万円

5,676万円

37億2,557万円

4億5,676万円

3億4,353万円

29億175万円

1億8,274万円

5億1,160万円

2億5,871万円

6億6,002万円

565万円

168万円

42億789万円

4億4,591万円

8億1,233万円

32億446万円

1億8,995万円

7億7,751万円

2億9,114万円

8億4,777万円

670万円

882万円

ほ
ん
き
ゅ
う
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市の大切なお知らせをお届けします

　
７
月
１
日
か
ら
プ
レ
ミ
ア
付
き
市

内
共
通
お
買
い
物
券
「
ど
！
い
ー
じ

ゃ
ん
」
券
が
各
商
工
会
で
発
売
さ
れ

ま
す
。
こ
の
券
は
、
市
内
の
取
扱
店

舗
で
ご
使
用
に
な
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

購
入
し
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
「
ど
！
い
ー
じ
ゃ
ん
」
券

は
鳳
来
地
区
、
作
手
地
区
の
取
扱
店

舗
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

発
売
価
格

　
１
セ
ッ
ト
　
１
万
円

　
（
１，
０
０
０
円
券
11
枚
）

※
市
内
在
住
・
在
勤
お
よ
び
在
学
の

　
方
に
お
一
人
様
５
セ
ッ
ト
ま
で

発
売
期
間

　
７
月
１
日

（水）
　
午
前
９
時
か
ら

　
完
売
時
ま
で

発
売
総
数

　
５，
０
０
０
セ
ッ
ト

発
売
場
所

　
７
月
１
日

（水）

　
・
新
城
市
商
工
会
館

　
・
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
・
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

　
７
月
２
日

（木）
以
降
は
各
商
工
会

　
で
販
売
し
ま
す
。

利
用
期
間

　
７
月
１
日

（水）
〜
12
月
31
日

（木）

問
い
合
わ
せ
（
各
商
工
会
窓
口
）

　
新
城
市
商
工
会
　
�
22
‐
１
７
７
８

　
鳳
来
商
工
会
　
　
�
32
‐
０
１
７
２

　
作
手
商
工
会
　
　
�
37
‐
２
０
５
７

正
司
歌
江
　
７
月
11
日

（土）

　「
笑
い
と
涙
と
希
望
の
人
生
ド
ラ

マ
」

　
両
親
が
旅
役
者
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
3
歳
で
初
舞
台
を
踏
み
、
次

女
照
江
、
3
女
花
江
と
「
か
し
ま
し

娘
」
を
結
成
、
♪
う
ち
ら
陽
気
な
か

し
ま
し
娘
♪
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と
共

に
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
全
国
的
に

親
し
ま
れ
て
い
る
。

鎌
田
 

實
　
８
月
29
日

（土）

　
「
〜
命
を
支
え
る
と
い
う
こ
と
〜
」

”が
ん
ば
ら
な
い

“け
ど
”あ

き
ら
め

な
い

“

　
1
9
4
8
年
東
京
生
ま
れ
。
30
年

以
上
に
わ
た
り
、
医
師
と
し
て
地
域

医
療
に
携
わ
り
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

と
イ
ラ
ク
の
救
援
活
動
に
も
取
り
組

む
。

　
現
在
、
諏
訪
中
央
病
院
名
誉
院
長
。

齋
藤
 

孝
　
９
月
5
日

（土）

　「
人
間
関
係
を
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
」

　
1
9
6
0
年
、
静
岡
生
ま
れ
。
日

本
語
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と
も
な
っ

た
、
『
声
に
出
し
て
み
た
い
日
本
語
』

著
著
な
ど
数
々
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
。

　
「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」
な
ど

数
多
く
の
番
組
に
も
出
演
中
。

　
新
城
文
化
会
館

　
午
後
２
時

　
３
回
通
し
券
　

２
,

０
０
０
円

　
１
回
券
　
各
回

１
,

０
０
０
円

　
（
当
日
券
の
み
）

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
小
・

　
中
学
生
、
高
校
生
無
料

聴
講
券
取
扱
所

　
新
城
文
化
会
館
・
新
城
市
文
化

　
協
会
・
新
城
青
年
会
議
所
・
設

　
楽
原
歴
史
資
料
館
・
長
篠
城
址

　
史
跡
保
存
館
･
鳳
来
寺
山
自
然

　
科
学
博
物
館
・
作
手
Ｂ
＆
Ｇ
海

　
洋
セ
ン
タ
ー
・
市
教
育
委
員
会

　
文
化
課

文
化
課
　
�
23
‐
7
6
5
5

商
工
課
　�
23
‐
7
6
3
4

●時 ●所●￥

庄司 歌江
松井和之さん

（鳳来・定国）

鎌田　實

齋藤　孝

　
業
績
が
顕
著
な
行
政
相
談
委

員
と
し
て
、
松
井
和
之
さ
ん
に

総
務
省
か
ら
中
部
管
区
評
価
局

長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
松
井
委
員
は
平
成
９
年
4
月

に
就
任
以
来
６
期
12
年
の
永
き

に
渡
り
、
ご
活
躍
し
て
い
ま
す
。

中部管区評価局長表彰

●問
■本

●問
■本

し
ょ
う

じ

う

た

え

か

ま

た

　

み
の
る

さ

い

と

う

　

た
か
し
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現
在
、
県
が
順
次
危
険
区
域
の

調
査
を
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
は

こ
れ
ま
で
49
カ
所
の
区
域
が
指
定

さ
れ
て
お
り
、
今
回
新
た
に
66
カ

所
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
じ
指
定
地
区
で
も
複

数
ヵ
所
の
指
定
が
さ
れ
て
い
る
所

も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
土
木
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
は
、
土
 

砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
区
域
を
い

い
、
そ
の
中
で
も
住
宅
な
ど
が
損

壊
し
住
民
の
生
命
ま
た
は
身
体
に

著
し
い
危
害
が
生
じ
る
恐
れ
の
あ

る
区
域
は
、
特
別
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
ま
す
。

　
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
を
受
け

る
と
、
宅
地
分
譲
や
住
宅
を
建
築

す
る
場
合
な
ど
に
一
定
の
制
限
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
村
誌
編
さ
ん
室
で
は
、
「
作
手

村
誌
資
料
編
」
に
続
き
、
「
作
手

村
誌
　
近
世
村
絵
図
・
作
手
村
小

字
名
全
図
」
を
発
刊
し
、
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
作
手
地
区
に
現
存
す
る
絵
図
20

枚
を
抽
出
し
て
カ
ラ
ー
印
刷
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
絵
図
（
Ｂ
２
判
）
に
解
説

図
（
Ｂ
３
判
）
を
添
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
作
手
村
小
字
名
全
図
（
Ｂ

１
判
）
に
は
平
成
17
年
10
月
１
日
現

在
の
作
手
地
区
の
小
字
名
と
場
所

を
図
示
し
、
裏
面
に
は
明
治
15
年

と
現
在
の
小
字
名
の
表
示
と
対
比

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
20
枚
の
解
説
図
付
き
の
近

世
村
絵
図
と
作
手
村
小
字
名
全
図

１
枚
を
セ
ッ
ト
に
貼
箱
へ
収
納
し
、

３
，

０
０
０
円
で
250
部
を
販
売
し
ま

す
。

そ
の
ほ
か
既
刊
図
書

・
作
手
村
誌
（
昭
和
57
年
発
行
）

　
　
　
　
　
　
　
５，
０
０
０
円

・
作
手
村
年
表

　
　
　
　
　
　
　
１，
５
０
０
円

・
作
手
村
誌
資
料
編

　
　
　
　
　
　
　
５，
０
０
０
円

　
今
年
度
は
、
合
併
ま
で
の
歴
史
・

自
然
・
行
財
政
・
教
育
・
産
業
・

暮
ら
し
の
状
況
を
綴
っ
た
「
作
手

村
誌
本
文
編
」
を
発
刊
し
ま
す
（
予

約
受
付
中
）
。

　
詳
し
く
は
、
村
誌
編
さ
ん
室
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

土
木
課
　
�
23
‐
7
6
3
8

村
誌
編
さ
ん
室

�
37
‐
２
２
６
９

�
38
‐
１
４
３
２

出沢字根岸谷下

出沢字牛馬屋

出沢字八ノ平

出沢字西沢

出沢字中ヶ谷

四谷

作手菅沼字大平

作手菅沼字上前田

作手菅沼字ヌメガイツ

作手菅沼字マンゼ

作手菅沼字蔵前

作手菅沼字経蔵

出沢字牛馬屋

出沢字八ノ平

四谷

作手菅沼字マンゼ

作手菅沼字ヌメガイツ

出沢字西沢

出沢字根岸谷下

出沢字八ノ平

出沢字牛馬屋

連合字真菰

四谷

作手菅沼字マンゼ

作手菅沼字下前田

作手菅沼字ヌメガイツ

作手菅沼字蔵前

2

1

2

2

2

16

1

2

3

3

2

1

1

1

1

1

1

2

3

2

1

1

9

1

2

2

1

66

土砂災害特別

警戒区域を含む

警戒区域

土砂災害警戒区域

土砂災害特別

警戒区域を含む

警戒区域

急傾斜地の

崩壊

土石流

計

指 定 地 区 　 　 指定数　　 指定区域名　　　自然現象の種類

第5回� 　　　　　　　　　　　　　　　平成21年3月17日指定

後方　左から
「作手村誌（昭和57年発行）」、
「作手村誌資料編」、「作手村誌
近世村絵図・作手村小字名全図」
・手前「作手村年表」

「作手村誌　近世村絵図（奥）
・作手村小字名全図」（手前右）

は

り

ば

こ

つ

づ

●申
●問
■作

●問
■本
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家
庭
介
護
の
た
め
の

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

第
１
回
　
男
性
の
料
理
教
室

　
・
地
元
（
設
楽
郷
）
の
特
産
品

　
　
展
を
開
催
し
ま
す
。
（
資
料

　
　
館
横
の
駐
車
場
で
午
後
２
時

　
　
ま
で
）

　
・
設
楽
原
シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
の
無

　
　
料
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
工
夫
次
第
で
料
理
が
楽
し
く
な

り
ま
す
。
昨
年
好
評
だ
っ
た
講
師

が
伝
授
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
は
3
回
開
催
し

ま
す
。

　
７
月
25
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
ま
か
な
い
料
理
に
挑
戦

　
調
理
師
　
浅
田
利
彦

氏

　
男
性
16
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
900
円
程
度
（
材
料
費
込
み
）

　
７
月
17
日

（金）

　
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
か
な
い
料
理
と
は
、
厨
房
の

　
料
理
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
た

　
め
に
余
っ
た
食
材
で
短
時
間
で

　
作
る
料
理
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
介
護
･
福

祉
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
を
対
象

に
、
家
庭
に
お
け
る
介
護
の
知
識

と
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方

に
も
分
か
り
や
す
い
内
容
で
す
。

第
1
回

　
７
月
23
日

（木）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
作
手
介
護
予
防
拠
点
施
設
　
　

第
2
回

　
７
月
30
日

（木）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
鳳
来
中
央
集
会
所
　
　
　

第
3
回

　
８
月
４
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
新
城
文
化
会
館

　
・
家
庭
で
注
意
す
べ
き
感
染
症

　
　
対
策

　
・
高
齢
者
の
た
め
の
健
康
フ
ッ

　
　
ト
ケ
ア

　
各
会
場
と
も
先
着
40
人

　
７
月
３
日

（金）

　
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
ご

　
参
加
く
だ
さ
い
。

今月の人口
平成21年6月1日現在（前月比）

総人口…… 51,284人
　　　　　　　（－35）
男………… 25,234人
　　　　　　　（－19）
女………… 26,050人
　　　　　　　（－16）

世帯数………16,553

出生…21人

死亡…46人

転入…71人

転出…80人

※転出の取り消しなどで、総人

　口前月比の合計と異動事由の

　集計が一致しない月もありま

　す。

広
告

「
手
づ
く
り
作
品
展
」

　
手
仕
事
好
き
な
主
婦
が
集
ま
り
、

手
提
げ
袋
、
壁
掛
け
、
小
物
な
ど
、

思
い
思
い
に
作
り
あ
げ
た
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
な
お
、
展
示
期
間

中
の
毎
週
水
・
土
曜
日
に
は
、
小

物
作
り
体
験
が
で
き
ま
す
（
要
材

料
費
）。

　
７
月
１
日

（水）
〜
31
日

（金）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
休
館
日
は
月
・
火
曜
日
（
祝
日

　
の
場
合
は
翌
日
）

観
来
館
7
月
の
展
示

地
域
振
興
課

�
32
‐
0
5
1
3

み

に

こ

ん

か

ん

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
2
3

�
23
‐
7
2
9
6

介
護
高
齢
課

�
23
‐
7
6
8
8

市
民
福
祉
課

�
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

�
37
‐
2
2
7
9

第
20
回

設
楽
原
決
戦
場
ま
つ
り

設
楽
原
歴
史
資
料
館

�
22
‐
0
6
7
3

７
月
５
日

（日）
　
小
雨
決
行

内 　 容 ・ 場 　 所

第20回 設楽原決戦場まつり

時　間

戦没者慰霊法要（信玄塚）

創作演舞　東郷東小学校1・2年生
東郷中学校演武“夢太鼓”（資料館前）

武者行列と子ども演武　
東郷西小学校・東小学校、東郷中学校、
長篠・設楽原鉄砲隊（設楽原決戦場）

決戦太鼓と火縄銃演武
地元太鼓、長篠・設楽原鉄砲隊（馬防柵）

午前9時30分

午前10時45分

午前11時30分

午前11時

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

応募方法日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

●申●他 ●内●〆 ●￥ ●講●定 ●時●所

●内●〆 ●定

●時

●時

●所●時●所●時●所

省略文字の見方

●申
●問
■本

●他

●他

●他

●時●所 ●問
■鳳

■鳳 ■本

●申
●問

■作

●申
●問

せんぼつしゃい れいほうよう

え ん ぶ

むしゃぎょうれつ
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平
成
21
年
度

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

歴
史
講
座

学
校
教
育
課

�
23
‐
7
6
5
2

　
７
月
19
日

（日）

　
午
前
10
時

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
ミ
ニ
講
座
②

　
た
た
ら
製
鉄
と
種
子
島
の
砂
鉄

　
愛
知
県
古
銃
研
究
会
会
員

　
川
口
静
夫

氏

　
35
人

　
無
料

設
楽
原
ミ
ニ
講
座
　第
2
回

設
楽
原
歴
史
資
料
館

�
22
‐
0
6
7
3

　
７
月
26
日

（日）

　
午
前
10
時

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
火
縄
銃
の
撃
ち
方
、
鎧
の
試
着

　
ほ
か

　
25
人

　
無
料

　
鎧
の
試
着
体
験
は
小
学
生
に
限

　
ら
れ
ま
す
。

　
7
月
26
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
博
物
館
と
鳳
来
寺
山
周
辺

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
鳳
来
寺
山
の
魚
や
獣
を
調
べ
よ
う

　
博
物
館
学
術
委
員
（
動
物
分
野
）

　
20
人

　
小
・
中
学
生
　
300
円

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
持

　
っ
て
い
る
方
は
採
集
用
具

　
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装
で
お

　
越
し
く
だ
さ
い
。

　
７
月
19
日

（日）
〜
８
月
31
日

（月）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来

　
へ
と
、
時
代
と
と
も
に
刻
々
と

　
変
化
し
て
い
く
郷
土
の
自
然
に

　
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

　
ら
見
つ
め
ま
す
。

　
大
人
　
　
　
　
210
円

　
小
・
中
学
生
　
100
円

　
７
月
12
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
東
栄
町
粟
代

　
市
役
所
仮
庁
舎
前
駐
車
場
ま
た

　
は
鳳
来
総
合
支
所
大
駐
車
場

　
粟
代
鉱
山
の
見
学

　
博
物
館
学
術
委
員
（
地
学
分
野
）

　
35
人

　
大
人
　
　
　
　
２，
０
０
０
円

　
小
・
中
学
生
　
１，
０
０
０
円

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装
で
お

　
越
し
く
だ
さ
い
。

火
縄
銃
教
室
（
小
学
生
向
け
）

設
楽
原
歴
史
資
料
館

�
22
‐
0
6
7
3

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

�
32
‐
0
1
6
2

自
然
を
た
の
し
く
学
ぶ
野
外
学
習
会

テ
ー
マ

「
徳
川
・
奥
平
家
ゆ
か
り
の
女
性
」

　
今
年
の
歴
史
講
座
で
は
、
徳
川

家
、
奥
平
家
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
の
奥
の
主
役
で
あ
っ
た

女
性
た
ち
の
動
静
に
焦
点
を
あ
て
、

見
て
い
き
ま
す
。

第
１
回

　
８
月
22
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
徳
川
家
康
周
辺
の
女
性
た
ち

　
久
能
山
東
照
宮
博
物
館

　
学
芸
部
長
　
小
林
　
明

氏

第
２
回

　
９
月
12
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
家
康
生
母
　
於
大
の
方

　
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
講
師

　
清
水
香
都
江

氏

第
３
回

　
10
月
17
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
処
刑
さ
れ
た
「
お
ふ
う
」
と
そ

　
の
妹
「
お
わ
ち
」

　
旧
夏
山
史
料
保
存
会
同
人

　
松
坂
昇
一

氏

第
４
回

　
11
月
21
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
築
山
殿
事
件
と
信
康

　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
長

　
山
内
祥
二

氏

第
５
回

　
12
月
12
日

（土）

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
現
地
見
学
会
「
久
能
山
東
照
宮

　
と
浅
間
神
社
」
を
訪
ね
る

　
久
能
山
東
照
宮
博
物
館

　
学
芸
部
長
　
小
林
　
明

氏

第
６
回

　
平
成
22
年
１
月
16
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
奥
平
氏
の
閨
閥
‐
亀
姫
と
鎮
姫
‐

　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
長

　
山
内
祥
二

氏

　
90
人

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
を
締
め

　
切
り
ま
す
。

　
１，
５
０
０
円
（
５
回
分
）

※
第
５
回
目
の
現
地
学
習
会
は
、

　
別
途
実
費
が
必
要
で
す
。

　
７
月
１
日

（水）
か
ら
７
月
15
日

　
（水）
ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
（
ふ

　
り
が
な
）
・
年
齢
・
郵
便
番
号
・

　
電
話
番
号
を
記
入
し
、
フ
ァ
ッ

　
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵
便
で
ご

　
応
募
く
だ
さ
い
。
　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

�
35
‐
1
0
0
1

�
35
‐
5
0
1
2

子
ど
も
自
然
講
座

夏
の
特
別
展

「
変
わ
り
ゆ
く
ふ
る
さ
と
の
自
然
」

教
科
書
展
示
会

〒
4
4
1
‐
1
6
3
4

新
城
市
長
篠
字
市
場
22
番
地
１

　
現
在
小
学
校
（
平
成
21
年
度
か

ら
）
、
中
学
校
（
平
成
18
年
度
か

ら
）
で
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書

と
、
各
高
等
学
校
で
毎
年
選
定
す

る
教
科
書
の
見
本
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

　
７
月
５
日

（日）
ま
で

　
新
城
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　
　
（
新
城
図
書
館
内
）

　
展
示
期
間
中
の
休
館
日

　
６
月
30
日

（火）

hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

�
35
‐
1
0
0
1

�
35
‐
5
0
1
2

hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp

�
35
‐
1
0
0
1

�
35
‐
5
0
1
2

よ
ろ
い
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親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

ツ
ー
ル
・
ド
・
新
城

夏
休
み
少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室

入
学
前
就
学
相
談
会

県
養
護
学
校
体
験
入
学

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
主
と
し

て
新
た
に
入
学
す
る
こ
と
と
な
る

障
害
の
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、

養
護
学
校
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
体
験
入
学
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
豊
川
養
護
学
校

　
　
�
０
５
３
３
‐
88
‐
２
５
５
３

　
７
月
21
日

（火）

　
10
月
26
日

（月）

　
知
的
な
発
達
に
遅
れ
や
情
緒
に

　
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
子

　
　
豊
橋
養
護
学
校

　
　
�
０
５
３
２
‐
61
‐
８
１
１
８

　
９
月
４
日

（金）

　
10
月
23
日

（金）

　
手
足
に
障
害
が
あ
る
子

　
　
大
府
養
護
学
校

　
　
�
０
５
６
２
‐
48
‐
５
３
１
１

　
10
月
13
日

（火）

　
11
月
20
日

（金）

　
病
気
で
入
院
し
て
い
る
子

　
各
養
護
学
校
で
は
、
体
験
入
学

　
以
外
の
日
に
も
随
時
相
談
に
応

　
じ
て
い
ま
す
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校

入
学
前
の
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
の
方

を
対
象
に
、
就
学
相
談
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
障
害
や
特
別
支
援

教
育
の
実
施
に
つ
い
て
、
よ
り
正

し
く
理
解
す
る
場
と
し
て
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
７
月
27
日

（月）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
無
料
　

　
相
談
は
予
約
制
で
す
。

　
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ス

ポ
ー
ツ
教
室
で
す
。
暑
さ
に
負
け

ず
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
挑

戦
し
よ
う
！

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ

　
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
柔
道
、
グ

　
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
陸
上
競

　
技
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ゲ
ー
ト

　
ボ
ー
ル
、
日
本
拳
法
、
ハ
ン
ド

　
ボ
ー
ル
、
ダ
ー
ツ
、
サ
ッ
カ
ー
、

　
少
林
寺
拳
法

　
小
・
中
学
生

　
一
種
目
　
500
円
（
保
険
代
）

　
６
月
30
日

（火）
ま
で

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　
５
時
15
分

に
こ
に
こ

第
２
回

　
７
月
３
日

（金）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
作
手
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
七
夕
を
楽
し
も
う
！

第
３
回

 
７
月
14
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

 
つ
く
で
手
作
り
村

※
雨
天
の
場
合
、
市
リ
フ
レ
ッ
シ

　
ュ
セ
ン
タ
ー

　
シ
ャ
ボ
ン
玉
・
水
遊
び
・
ス
イ

　
カ
割
り

　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
無
料

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

　
大
人
気
イ
ベ
ン
ト
「
ツ
ー
ル
・

ド
・
新
城
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
レ
ー
ス
以
外
に
も
、
自
転
車
試

乗
会
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
一
日

中
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。

　
７
月
４
日

（土）
、
５
日

（日）

　
午
前
９
時
15
分
〜
午
後
６
時

　
新
城
総
合
公
園
と
周
辺
一
般
公

　
道

　
４
日
　
藤
ノ
花
女
子
高
等
学
校

　
　
　
　
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

　
　
　
　
演
奏

　
５
日
　
新
城
吹
奏
楽
団
演
奏

　
両
日
　
自
転
車
メ
ー
カ
ー
各
社

　
　
　
　
の
展
示
試
乗
会
、
有
名

　
　
　
　
選
手
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
　
　
　
＆
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ク
リ

　
　
　
　
ニ
ッ
ク
な
ど

　
４
日

（土）
　
午
前
11
時
30
分
ま
で

　
　５
日

（日）
　
午
後
0
時
30
分
ま
で

　
は
、
東
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く

　
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課

�
23
‐
７
６
５
２

生
涯
学
習
課

�
23
‐
７
６
５
4

ス
ポ
ー
ツ
課

�
23
‐
７
６
５
3

ス
ポ
ー
ツ
課

�
23
‐
７
６
５
3

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
〔
7
月
分
〕

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
を
対
象
に
、
電
源
の

入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単
な
文

書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、
て
い

ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
7
月
18
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
18

　
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
（
キ

　
ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

　
い
方
な
ど
）

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
と
し
て
１
，

０
０
０
円
を
ご
用

　
意
く
だ
さ
い
）

　
6
月
23
日

（火）
〜
7
月
9
日

（木）

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
氏
名
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
2
3

�
23
‐
7
2
9
6

jo
h

o
-2

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

日
本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム

訓
練
「
電
気
技
術
科
」
学
生
募
集

取
得
資
格

　
電
気
主
任
技
術
者
（
第
３
種
）

浜
松
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

学
務
援
助
課

�
０
５
３
‐
441
‐
４
４
４
４

w
w

w
.e

h
d

o
.g

o
.jp

/s
h

izu
o

k
a
/

h
a
m

a
m

a
ts

u
/in

d
e
x
.h

tm
l
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愛
知
県
史
「
資
料
編
７
　
古
代

２
」
の
執
筆
担
当
者
か
ら
、
平
安

時
代
後
期
の
尾
張
・
三
河
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　
７
月
11
日

（土）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
愛
知
県
図
書
館
　

　
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
１
‐
９
‐
３

　
尾
張
・
三
河
古
代
史
料
の
魅
力

　
（
仮
題
）

　
日
本
福
祉
大
学
名
誉
教
授

　
福
岡
猛
志

氏

　
愛
知
県
立
大
学
教
授

　
上
川
通
夫

氏

　
大
阪
大
学
名
誉
教
授
　
　

　
梅
村
　
喬

氏

　
200
人

　
無
料

募
集
開
始
　
　
　

　
６
月
１
日

（月）
か
ら

申
込
方
法

　
電
話
に
よ
る
受
け
付
け
の
み

　
駐
車
場
は
有
料
で
す
。
台
数
に

　
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共

　
交
通
機
関
で
の
来
館
に
ご
協
力

　
く
だ
さ
い
。

　
電
気
工
事
士
（
第
１
種
・
第
２

　
種
）
な
ど

訓
練
期
間

　
平
成
21
年
10
月
〜
平
成
23
年
９

　
月

授
業
料

　
年
間
39
万
円

※
別
途
教
科
書
、
作
業
服
な
ど
諸

　
経
費
は
必
要

応
募
資
格

　
お
お
む
ね
35
歳
以
下
で
次
の
方

　
・
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
同
等

　
　
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認

　
　
め
ら
れ
た
方

　
・
訓
練
終
了
後
に
常
用
雇
用
へ

　
　
の
就
職
を
希
望
す
る
方

募
集
定
員

　
15
人

募
集
開
始

　
７
月
１
日

（水）
〜
９
月
17
日

（木）

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
を
締
め

　
切
り
。

受
験
料

　
１
万
８，
０
０
０
円

選
考
方
法
　

　
面
接
・
適
性
検
査

「
愛
知
県
史
を
語
る
会
」

参
加
者
募
集
　

愛
知
県
労
働
委
員
会

事
務
局
総
務
調
整
課

�
０
５
2
‐
954
‐
6
8
3
3

県
総
務
部
法
務
文
書
課
県
史

編
さ
ん
室

�
０
５
2
‐
972
‐
9
1
7
3

　
労
働
問
題
で
お
困
り
の
方
、
労

働
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
職
場
で
の
悩
み
ご
と
、
困
り
ご

と
な
ど
労
働
問
題
に
対
処
す
る
た

め
、
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

一
般
相
談
内
容

　
解
雇
、
賃
金
、
労
働
時
間
、
就

　
業
規
則
お
よ
び
労
働
契
約
な
ど

　
の
労
働
問
題

相
談
方
法

　
来
所
ま
た
は
電
話

相
談
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分

※
平
日
の
み

　
「
突
然
解
雇
さ
れ
た
」
、
「
一
方

的
に
給
料
を
カ
ッ
ト
さ
れ
た
」、「
通

常
の
社
内
異
動
に
応
じ
て
も
ら
え

な
い
」
な
ど
の
労
働
条
件
で
労
働

者
個
人
と
使
用
者
の
間
で
起
き
た

ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。
労
働
者
、
使
用
者
ど
ち
ら

か
ら
も
無
料
で
ご
利
用
で
き
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
遺
児
手
当
の
振
り
込
み

労
働
相
談

個
別
労
働
関
係
紛
争
に
つ
い
て

　
市
遺
児
手
当
（
４
〜
７
月
分
）

を
７
月
31
日

（金）
に
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
金

融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
児
童

　
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合

　
支
所
市
民
福
祉
課
へ
届
け
出
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
課

�
23
‐
7
6
2
2

新
城
設
楽
山
村
振
興
事
務
所

�
23
‐
6
1
0
4

市
民
福
祉
課

�
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

�
37
‐
2
2
1
1

新
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

新
城
は
ぐ
る
ま
の
会
音
訳
部

�
23
‐
5
6
1
8

　
新
城
は
ぐ
る
ま
の
会
で
は
、
視

覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に

テ
ー
プ
に
よ
る
「
広
報
し
ん
し
ろ

ほ
の
か
」
と
「
声
の
は
ぐ
る
ま
」

と
い
う
声
の
便
り
を
月
一
回
発
行

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
録
音
図
書
（
小
説
、

エ
ッ
セ
イ
な
ど
）
も
テ
ー
プ
と

C
D
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
視
覚
障
害
１
・
２
級
の
方

　
無
料

　
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の
方
で
、

　
本
を
読
み
た
い
が
眼
が
不
自
由

　
で
読
め
な
い
方
が
い
ま
し
た

　
ら
、
新
城
市
社
会
福
祉
協
議

　
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

声
の
広
報
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か

事
業
所
・
企
業
の
皆
さ
ん
へ

経
済
セ
ン
サ
ス
―

基
礎
調
査
に
ご
協
力
を

　
７
月
１
日
現
在
で
、
平
成
21
年

経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査
が
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
や
企

業
が
対
象
で
す
。

　
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
す
る
内

容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
、
秘
密

が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

商
工
課

�
23
‐
７
６
3
4

経済センサス

●時●￥●他 ●内●講●定 ●所

た

け

し

か

わ

か

み

み

ち

お
た
か
し

●申
●問

■鳳 ■本

●申
●問

●問

●問

■作

●対●￥●他 ●申
●問

■本
●問
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都
市
計
画
課

�
23
‐
７
６
4
0

　
４
月
９
日
に
国
営
木
曽
三
川
公

園
セ
ン
タ
ー
第
一
駐
車
場
（
岐
阜

県
海
津
市
）
で
今
年
初
と
な
る
セ

ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
特
定
外

来
生
物
で
強
い
毒
を
も
っ
て
い
ま

す
。
三
河
地
方
に
お
い
て
確
認
さ

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
公

園
な
ど
で
遊
ぶ
際
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

臨
時
休
館
に
つ
い
て

　
７
月
14
日

（火）
は
、
館
内
清
掃

の
た
め
休
館
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

「
課
題
図
書
」
に
つ
い
て

　
７
月
１
日

（水）
か
ら
「
課
題
図
書
」

の
貸
し
出
し
を
始
め
ま
す
。
児

童
・
生
徒
対
象
で
、
一
人
１
冊
・

１
週
間
の
貸
し
出
し
で
す
。
そ
の

ほ
か
の
方
は
、
９
月
か
ら
の
貸
し

出
し
と
な
り
ま
す
。

特
集
コ
ー
ナ
ー
の
文
学
賞
受
賞
作

が
一
新
し
ま
し
た

　
純
文
学
か
ら
大
衆
小
説
、
ミ
ス

テ
リ
ー
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ま

で
、
新
人
賞
も
含
め
た
各
作
品
を

集
め
ま
し
た
。
選
書
の
参
考
に
ど

う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

今
月
の
お
す
す
め
本

「
『
少
女
の
友
』
創
刊
100
周
年
記

念
号
」
　
　
　
　
実
業
之
日
本
社

　
中
原
淳
一
の
表
紙
で
人
気
の
あ

っ
た
雑
誌
の
１
号
限
り
の
復
刊
で

す
。

「
松
本
清
張
傑
作
選
　
悪
党
た
ち

の
懺
悔
録
」
　
　
　
　
　
新
潮
社

　
浅
田
次
郎
が
選
ん
だ
「
駅
路
」

ほ
か
7
編
の
作
品
集
で
す
。

「
松
本
清
張
傑
作
選
　
暗
闇
に
嗤

う
ド
ク
タ
ー
」
　
　
　
　
新
潮
社

　
海
堂
尊
が
選
ん
だ「
皿
倉
学
説
」

ほ
か
６
編
の
作
品
集
で
す
。

「
晋
平
の
矢
立
」
　

　
　
　
山
本
一
力
著
　
徳
間
書
店

　
蔵
の
取
り
壊
し
を
生
業
と
す
る

人
々
と
、
収
蔵
品
に
ま
つ
わ
る
人

情
話
を
描
く
江
戸
市
井
物
語
で

す
。

運
転
は

　
う
ま
い
へ
た
よ
り
 

誠
実
さ

〜
思
い
や
り
の
気
持
ち
で
、
交
通

　
マ
ナ
ー
を
高
め
よ
う
〜

　
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
７

月
11
日
か
ら
７
月
20
日
ま
で
の
10

日
間
実
施
し
ま
す
。

　
お
盆
休
み
や
夏
休
み
で
外
出
す

る
機
会
が
増
え
る
時
期
で
す
が
、

そ
れ
に
伴
っ
て
心
配
さ
れ
る
の
が

交
通
事
故
で
す
。

　
特
に
夏
は
日
中
の
気
温
が
非
常

に
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、
集
中
力

が
低
く
な
り
が
ち
で
す
。

　
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、

自
転
車
利
用
者
、
歩
行
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
他
人
を
思
い
や
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

水
の
事
故
 

危
険
は
い
つ
も

 
す
ぐ
そ
こ
に

〜
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
が
子
ど
も

　
を
守
り
ま
す
〜

　
昨
年
、
県
下
で
起
き
た
水
の
事

故
は
、
35
件
36
人
で
、
16
人
の
方

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
期
間
中
の
水
の
事
故
は

18
件
18
人
で
、
10
人
の
方
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
生
は

土
・
日
曜
日
や
お
盆
に
集
中
し
て

い
ま
す
。

　
水
の
事
故
は
、
慣
れ
、
過
信
と

い
っ
た
気
の
緩
み
や
ち
ょ
っ
と
し

た
油
断
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
水
難
事
故
が
多
発

す
る
夏
期
に
積
極
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
や
海
浜
警
備
な
ど
を
実
施

し
て
、
水
難
事
故
の
防
止
に
努
め

て
い
ま
す
。

図
書
館
だ
よ
り

新
城
警
察
署
だ
よ
り

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

自
治
基
本
条
例
に
関
し
て

　
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

新
城
図
書
館

�
23
‐
2
3
3
3

http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

新
城
警
察
署

�
22
‐
0
1
1
0

ご
存
知
で
す
か
？
検
察
審
査
会

豊
橋
検
察
審
査
会
事
務
局

（
名
古
屋
地
方
裁
判
所
豊
橋
支
部
内
）

�
０
５
３
2
‐
52
‐
3
2
8
3

　
交
通
事
故
・
詐
欺
・
脅
し
な
ど

の
犯
罪
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
加

害
者
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ

の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
の

た
め
に
、
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま

す
。

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員

が
、
検
察
官
が
加
害
者
を
起
訴
し

な
か
っ
た
こ
と
の
当
否
を
審
査
し

ま
す
。

　
自
治
基
本
条
例
庁
内
検
討
委
員

会
で
は
、
「
自
治
基
本
条
例
の
検

討
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
」

と
「
自
治
基
本
条
例
の
論
点
・
検

討
の
課
題
」
を
取
り
ま
と
め
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
入
力
フ
ォ
ー
ム
か
ら
直

接
入
力
す
る
か
、
任
意
の
様
式
に

住
所
・
氏
名
・
ご
意
見
を
記
入
し

て
、
じ
ょ
う
ほ
う
課
へ
郵
送
ま
た

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

セアカゴケグモ(メス) 
【1目盛＝1mm】

  （提供　愛知県衛生研究所）

　
（
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
2
3

■本
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な
か
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●問
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ま
つ
も
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せ
い
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う
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ど
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け
る

し
ん
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旧
黄
柳
橋
（
き
ゅ
う
つ
げ
ば
し
）

 
旧
黄
柳
橋
は
乗
本
地
内
に
所

在
し
、
大
正
7
年
（
1
9
1
8
）

に
架
設
さ
れ
、
長
さ
51
メ
ー
ト

ル
、
幅
4
メ
ー
ト
ル
の
道
路
用

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
橋
で
す
。

　
初
代
の
黄
柳
橋
は
、
木
橋
で

明
治
24
年
（
1
8
9
1
）
に
架
設

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
代

目
と
し
て
大
正
時
代
に
架
け
か

え
ら
れ
た
橋
が
こ
の
旧
黄
柳
橋

で
す
。

　
大
正
時
代
に
な
る
と
、
全
国

的
に
ア
ー
チ
橋
が
建
設
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
橋
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
橋
の
中

で
は
、
ア
ー
チ
の
長
さ
が
30.3
メ

ー
ト
ル
も
あ
り
、
当
時
は
全
国

第
１
位
の
長
さ
と
い
う
記
録
で
、

昭
和
2
年
（
1
9
2
7
）
ま
で
破

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
言
い
換

え
れ
ば
、
技
術
史
的
に
こ
の
橋

は
大
正
時
代
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ア
ー
チ
橋
を
代
表
す
る
建

造
物
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ー
チ
と
道
路
面
が

離
れ
て
オ
ー
プ
ン
空
間
の
あ
る

こ
の
橋
は
、
そ
の
空
間
に
井
桁

状
に
組
ん
だ
支
柱
に
よ
っ
て
、

耐
震
性
や
安
全
性
を
高
め
、
日

本
古
来
の
木
材
建
築
を
思
わ
せ

る
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
意
識
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
全
国
的

に
例
を
見
な
い
デ
ザ
イ
ン
面
で

も
優
れ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　
現
在
は
、
３
代
目
の
黄
柳
橋

が
架
け
ら
れ
、
２
代
目
橋
は
歩

道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
橋
は
、
愛
知
県
内

で
土
木
構
造
物
と
し
て
初
め
て

登
録
文
化
財
と
し
て
国
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

�
国
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）

�
平
成
10
年
9
月
2
日
　
登
録

文
化
課
　
�
23
‐
7
6
5
5

●問
■本

�

　
応
急
手
当
て
に
関
す
る
正
し
い

知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め

に
救
命
講
習
を
受
講
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　
７
月
12
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
成
人
に
対
　

　
す
る
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法

　
中
学
生
以
上

　
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
筆
記
具

　
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

普
通
救
命
講
習
を

受
講
し
ま
し
ょ
う

昨
年
の
普
通
救
命
講
習
の
よ
う
す

無
料
で
家
具
転
倒
防
止

用
具
を
取
り
付
け
ま
す

　
市
で
は
、
災
害
時
の
家
具
転
倒

な
ど
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
に
、
家
具
転
倒
防
止
用

具
支
給
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
56
世
帯
157
台
の
家
具

転
倒
防
止
用
具
の
支
給
を
行
い
ま

し
た
。

　
一
世
帯
に
つ
き
家
具
3
台
ま
で

　
の
転
倒
防
止
用
具
の
支
給
、
取

　
り
付
け

　
市
内
に
居
住
す
る
次
の
い
ず
れ

　
か
に
該
当
す
る
世
帯

　
・
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

　
　
世
帯

　
・
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
以
上

　
　
の
障
害
者
を
有
す
る
世
帯

　
・
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る

　
　
要
介
護
認
定
で
要
介
護
度
３

　
　
以
上
の
者
を
有
す
る
世
帯

　
無
料

申
込
方
法

　
「
家
具
転
倒
防
止
用
具
支
給
申

　
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
防
災
対
策
課
ま
た
は
鳳
来
・
作

　
手
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ

　
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
・
支
給
は
一
世
帯
に
つ
き
1
回

　
　
限
り
で
す
。
す
で
に
支
給
を

　
　
受
け
て
い
る
世
帯
は
対
象
外

　
　
と
な
り
ま
す
。

　
・
ア
パ
ー
ト
な
ど
賃
貸
物
件
に

　
　
家
具
を
固
定
す
る
場
合
は
、

　
　
家
主
な
ど
の
承
諾
が
必
要
で

　
　
す
。

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

�
22
‐
4
8
0
6

防
災
対
策
課

�
22
‐
4
8
0
4

�
22
‐
4
8
2
1

b
o

sai@
city.sh

in
sh

iro
.lg

.jp
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生活衛生課　�22‐0521・�22‐0554

●問 環境課　　　�23‐7677・�23‐8388本

　
市
で
は
今
年
も
、
夏
休
み
を
利
用

し
た
親
と
子
の
「
走
る
環
境
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実

証
研
究
や
情
報
発
信
の
場
と
し
て
、

今
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
県
の
施

設
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

　
見
て
、
触
れ
て
、
楽
し
く
体
験
し

な
が
ら
学
べ
る
見
学
施
設
な
ど
を
通

し
て
、
親
子
で
環
境
問
題
に
対
す
る

理
解
を
深
め
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
８
月
６
日

（木）
、
７
日

（金）
の
ど
ち
ら

　
か
ご
希
望
の
日

　
あ
い
ち
臨
空
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
証

　
研
究
エ
リ
ア
（
常
滑
市
）
お
よ
び
、

　
新
舞
子
マ
リ
ン
パ
ー
ク
風
力
発
電

　
所
（
知
多
市
）

　
小
学
４
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

　
各
日
と
も
親
子
合
わ
せ
て
40
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

　
り
ま
す
。

　
無
料

　
７
月
17
日

（金）
必
着

　
昼
食
は
弁
当
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
番
号
・
住
所
・
保
護
者
の
氏
名
・

　
子
ど
も
の
氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号
・

　
参
加
希
望
日
を
明
記
し
、
は
が
き

　
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
環
境
課
ま
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　ka
n

kyo
u

@
c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２
（
住
所
は
不
要
）

　
新
城
市
役
所
　
環
境
課

　
「
親
と
子
の
走
る
環
境
教
室
係
」

　
環
境
省
で
は
、
電
気
自
動
車
な
ど

の
次
世
代
自
動
車
を
普
及
拡
大
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
大
規
模
な
実
証
試

験
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
で
も
、
こ
の
事
業
に
参
加
し
今

年
２
月
中
旬
か
ら
試
験
車
両
を
貸
し

出
し
、
県
内
の
各
市
町
が
利
用
し
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
昨
年
７
月
に
燃
料
電
池

自
動
車
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
「
ホ
ン
ダ
Ｆ
Ｃ
Ｘ
」
、

３
月
下
旬
に
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
「
ｉ

Ｍ
ｉ
Ｅ
Ｖ
」
を
借
り
て
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
の
啓
発
や
体
験
乗
車
会

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
、
そ
れ
に
続

く
啓
発
事
業
と
し
て
今
年
の
夏
に
市

場
投
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｕ
Ｂ

Ａ
Ｒ
Ｕ
「
プ
ラ
グ
イ
ン
・
ス
テ
ラ
」

を
用
い
た
実
証
試
験
事
業
に
参
加
し

ま
す
。

市
の
借
受
期
間

　
６
月
29
日

（月）
〜
７
月
13
日

（月）

啓
発
事
業

　
・
７
月
４

（土）
、
５
日

（日）
に
「
ツ
ー
ル
・

　
　
ド
・
新
城
」
の
会
場
で
展
示

　
　
（
県
の
燃
料
電
池
自
動
車
も
同
時

　
　
展
示
し
ま
す
）

　
・
小
学
校
な
ど
へ
の
出
張
授
業

　
・
そ
の
ほ
か
、
市
の
公
用
車
と
し

　
　
て
「
プ
ラ
グ
イ
ン
･
ス
テ
ラ
」

　
　
を
使
用
す
る
予
定
で
す
。

昨年度の走る環境教室のようす

写真はプラグイン ステラ

　
市
内
17
店
舗
の
４
月
の
レ
ジ
袋
辞
退

率
は
89
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

　
辞
退
率
と
は
、
買
い
物
を
し
た
際
に
、

マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋

を
断
っ
た
人
の
割
合
を
示
す
も
の
で
す
。

　
４
月
の
１
カ
月
間
に
各
店
舗
に
来
店

し
た
人
の
合
計
は
33
万
8,
0
０
０
人

で
、
こ
の
う
ち
30
万
人
が
レ
ジ
袋
を
断

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
３
月
に
実
施
し
た
店
頭
調
査
で
は
、

マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
の
持
参
率
が
33
パ
ー

セ
ン
ト
で
し
た
が
、
有
料
化
開
始
以
降
、

多
く
の
方
が
マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
を
持
っ

て
買
い
物
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
辞
退
率
の
状
況
は
、
今
後
も
広

報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
報
告
し
ま

す
。

　
以
前
の
化
粧
品
び
ん
は
、
主
に
耐
熱

素
材
や
乳
白
色
素
材
で
作
ら
れ
て
い
た

た
め
、
飲
食
品
の
び
ん
と
一
緒
に
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
困
難
で
し
た
が
、

現
在
は
化
粧
品
び
ん
の
ほ
と
ん
ど
が
飲

食
品
の
び
ん
と
同
じ
素
材
で
作
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
資
源
と
し
て
回
収
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
化
粧
品
の
び
ん
を
資
源
と
し
て
出
す

際
も
排
出
ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
た
に
「
新
城
設
楽
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

組
合
」
が
レ
ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

【
新
城
設
楽
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
組
合
】

・
犬
塚
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
（
橋
向
）

・
旭
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
（
大
野
）

・
岩
田
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
（
下
吉
田
）

・
大
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
（
橋
向
）

・
永
谷
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
（
橋
向
）

・
東
陽
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
商
会
（
大
野
）

・
長
谷
川
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
大
野
）

　
市
で
は
、
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
を
中

止
（
有
料
化
）
し
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に

取
り
組
む
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
び
ん
に
は
、
一
升
び
ん
や
ビ
ー
ル
び

ん
の
よ
う
に
何
回
も
繰
り
返
し
使
え
る

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
と
、
び
ん
の
原
料

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
ワ
ン
ウ
ェ

イ
び
ん
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
一
升
び
ん
や
ビ
ー
ル
び
ん
は
販
売
店

や
資
源
回
収
日
に
回
収
さ
れ
、
び
ん
業

者
で
洗
浄
・
殺
菌
な
ど
を
行
い
、
再
び

中
身
を
詰
め
て
使
わ
れ
ま
す
。

　
ワ
ン
ウ
ェ
イ
び
ん
は
資
源
回
収
日
に

色
別
に
回
収
し
、
処
理
業
者
の
工
場
で

砕
い
て
「
カ
レ
ッ
ト
」
と
い
う
び
ん
の

原
料
に
な
り
、
再
び
ガ
ラ
ス
び
ん
に
再

利
用
さ
れ
ま
す
。

【
び
ん
の
排
出
ル
ー
ル
】

　
空
き
び
ん
を
出
す
と
き
は
、
次
の
３

つ
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
キ
ャ
ッ
プ
を
取
る

　
び
ん
に
付
い
て
い
る
ラ
ベ
ル
や
外
れ

　
に
く
い
中
栓
な
ど
は
、
取
り
除
か
ず

　
に
そ
の
ま
ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
中
を
さ
っ
と
洗
う

　
汚
れ
て
い
る
び
ん
は
、
処
理
の
際
に

　
悪
臭
な
ど
が
発
生
し
不
衛
生
で
す
。

　
中
を
軽
く
す
す
い
で
き
れ
い
に
し
て

　
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

③
空
き
び
ん
以
外
の
も
の
を
出
さ
な
い

　
農
薬
、
劇
薬
が
入
っ
て
い
た
び
ん
は

　
処
理
の
際
に
有
毒
ガ
ス
を
発
生
す
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
「
埋
め
る

　
も
の
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
耐
熱
性
や
ク
リ
ス
タ
ル

ガ
ラ
ス
の
お
皿
や
コ
ッ
プ
な
ど
も
「
埋

め
る
も
の
」
で
す
。
こ
れ
ら
が
混
ざ
る

と
、
び
ん
を
作
る
際
に
強
度
が
落
ち
て

欠
陥
び
ん
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
（
イ
ス
型
）

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

・
洗
濯
機

・
電
動
ホ
イ
ッ
パ
ー

・
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
型
枠

・
テ
レ
ビ

・
ガ
ス
レ
ン
ジ

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
の

あ
る
人
は
、
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
を

生
活
衛
生
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

次
世
代
自
動
車
の
導
入
に
つ
い
て

　
「
２
０
２
０
年
ま
で
に
新
車
販
売
の

う
ち
２
台
に
１
台
の
割
合
で
導
入
す
る
」

（
「
低
炭
素
社
会
づ
く
り
行
動
計
画
」
平

成
20
年
７
月
閣
議
決
定
）
と
い
う
目
標

の
実
現
の
た
め
の
施
策
の
一
環
と
し

て
行
う
も
の
で
す
。
市
場
投
入
初
期

の
信
頼
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
に
よ
り
初
期
需
要
を
創
出
し
、
価

格
の
低
減
と
、
今
後
の
普
及
拡
大
に

つ
な
げ
ま
す
。

【
次
世
代
自
動
車
】

　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
・
電
気
自

　
動
車
・
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ

　
ド
自
動
車
・
燃
料
電
池
自
動
車
・

　
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
・
Ｃ
Ｎ

　
Ｇ
自
動
車
な
ど

次
世
代
自
動
車
の
導
入
に
つ
い
て

●em
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●問 市民病院　総務課
�23‐7852

　
「
自
分
は
生
理
痛
が
ひ
ど
い
」
と

思
っ
て
い
る
女
性
は
た
く
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
痛
み
は
主
観
的
な

感
覚
な
の
で
な
か
な
か
他
人
に
は
理

解
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
仕
事
や
学
業
に
支
障
が
あ

っ
た
り
、
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
り
、

痛
み
止
め
を
飲
ま
な
い
と
い
ら
れ
な

い
と
い
っ
た
こ
と
が
生
理
痛
の
ひ
ど

さ
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
子
宮
や
卵

巣
に
異
常
が
な
く
て
も
生
理
痛
の
重

い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
最

近
は
子
宮
内
膜
症
に
よ
る
生
理
痛
が

増
え
て
い
ま
す
。
「
自
分
は
生
理
痛

が
ひ
ど
い
」
と
思
っ
て
い
た
ら
子
宮

内
膜
症
で
あ
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が

多
い
の
で
す
。

　
子
宮
内
膜
症
と
は
子
宮
内
膜
の
細

胞
が
、
本
来
あ
る
べ
き
場
所
以
外
で

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
を
受
け
て
増

殖
す
る
病
気
で
す
。
し
た
が
っ
て
閉

経
後
の
女
性
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
子
宮
内
膜
は
子
宮
内
腔
の
表
面
に

あ
る
も
の
で
す
が
、
そ
こ
以
外
、
た

と
え
ば
子
宮
の
筋
肉
の
間
や
卵
巣
の

な
か
で
内
膜
の
細
胞
が
増
殖
す
る
の

が
子
宮
内
膜
症
で
す
。
そ
う
な
る
と

子
宮
が
大
き
く
な
っ
た
り
、
卵
巣
が

腫
れ
た
り
し
て
生
理
痛
や
不
妊
症
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
子
宮
内

膜
症
の
癌
化
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

子
宮
内
膜
症
は
良
性
の
疾
患
で
す
が
、

内
膜
症
が
あ
る
と
そ
こ
が
癌
化
し
て

卵
巣
癌
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
子
宮
内
膜
症

は
、
晩
婚
化
や
少
子
化
に
よ
る
出
産

回
数
の
減
少
な
ど
に
伴
い
、
女
性
の

生
理
の
回
数
が
昔
に
比
べ
増
え
て
い

る
こ
と
が
そ
の
増
加
の
原
因
の
一
つ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
宮
内
膜
症
を
治
せ
ば
、
生
理
痛

で
悩
む
女
性
も
減
る
わ
け
で
す
が
、

治
療
は
な
か
な
か
一
筋
縄
で
は
い
き

ま
せ
ん
。
治
療
法
の
ひ
と
つ
は
手
術

で
す
。
卵
巣
を
両
側
と
も
手
術
で
摘

出
し
て
し
ま
え
ば
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

も
出
な
く
な
り
内
膜
症
も
治
る
わ
け

で
す
が
、
子
宮
内
膜
症
は
生
理
の
あ

る
若
い
方
の
病
気
で
す
の
で
、
卵
巣

を
全
部
取
り
閉
経
し
た
人
と
同
じ
に

す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
卵
巣
の
内
膜
症
部
分
は
摘
出
し

て
正
常
部
分
は
残
す
と
い
う
手
術
を

行
う
の
で
す
が
、
そ
う
す
る
と
女
性

ホ
ル
モ
ン
が
出
て
、
内
膜
症
が
再
発

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
閉
経
す
る

か
再
発
す
る
か
、
ど
ち
ら
に
し
て
も

ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
手
術
以
外
の
治
療
法
と
し
て
は
薬

が
あ
り
ま
す
。
主
に
注
射
で
す
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
閉
経
し
た
人
と
同
じ

く
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
な
い
状
態
に
す

る
治
療
で
す
。
こ
れ
を
偽
閉
経
療
法

と
い
い
ま
す
。
内
膜
症
組
織
は
女
性

ホ
ル
モ
ン
に
よ
っ
て
増
殖
し
、
女
性

ホ
ル
モ
ン
が
な
く
な
る
と
委
縮
し
て

く
る
の
で
す
。
た
だ
、
若
い
女
性
を

ず
っ
と
閉
経
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
更
年
期
障
害

や
骨
粗
鬆
症
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
こ
の
治
療
は
半
年
間
の

み
行
わ
れ
ま
す
。
半
年
後
に
治
療
が

終
了
し
て
生
理
が
再
開
す
る
と
ま
た

子
宮
内
膜
症
が
再
発
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
ま
た
、
注
射
が
経
済
的

に
高
価
で
あ
る
と
い
う
欠
点
も
あ
り

ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
方
法
に
い
わ
ゆ
る

ピ
ル
が
あ
り
ま
す
。
以
前
か
ら
ピ
ル

を
服
用
し
て
い
る
と
生
理
痛
が
軽
く

に
な
っ
て
来
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
子
宮
内
膜
症
が
あ
っ
て
生

理
痛
が
ひ
ど
く
、
子
ど
も
も
当
分
は

希
望
し
な
い
方
に
は
ま
さ
に
う
っ
て

つ
け
の
薬
で
す
。
副
作
用
も
一
般
に

心
配
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
長
期
に
わ
た
っ
て
服

用
で
き
ま
す
。
経
済
的
に
も
比
較
的

安
価
で
す
。

　
生
理
痛
で
お
困
り
の
方
は
、
一
度

ピ
ル
を
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

新城市民病院　婦人科

  　診療部長　出向洋人
で　 むかいひ ろ　 と

ら

ん

そ

う

へ

い

け

い

な

い

く

う

は

が

ん

し

っ

か

ん

ひ

と

す

じ

な

わ

ぎ

へ

い

け

い

こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

い

し
ゅ
く



広報しんしろ［ほのか］　2009.717

新城保健センター �23‐8551

鳳来保健センター �32‐2811

作手保健センター �37‐2839

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

※
詳
し
い
内
容
は
、
新
城
・
鳳

　
来
の
各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
7
月
23
日

（木）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
7
月
14
日

（火）

　
午
前
10
時

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
7
月
31
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

7
月
2
日

（木）

午
前
10
時

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
７
月
16
日

（木）
　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
子
宮
が

　
ん
・
乳
が
ん
・
肺
が
ん
　

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
・
肺
が
ん

　
（
喀
痰
）
検
診
の
み
を
希
望
さ

　
れ
る
方
は
、
作
手
保
健
セ
ン
タ

　
ー
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま

　
す
。

　
７
月
20
日

（祝）
　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
・
大
腸

　
が
ん
・
子
宮
が
ん

※
乳
が
ん
検
診
は
、
定
員
に
達
し

　
ま
し
た
。

※
前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
50
歳
以

　
上
の
方
の
み
で
、
胃
が
ん
検
診

　
と
セ
ッ
ト
で
の
受
診
で
す
。

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望
さ

　
れ
る
方
は
、
新
城
保
健
セ
ン
タ

　
ー
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま

　
す
。

　
胃
が
ん
　
　
　
1,
　0
0
0
円

　
大
腸
が
ん
　
　
　
　
　
　
300
円

　
子
宮
が
ん
　
　
　
　
　
　
800
円

　
乳
が
ん
　
　
　
1,
　
3
0
0
円

　
前
立
腺
が
ん
　
　
　
　
　
500
円

　
肺
が
ん
（
喀
痰
）
　
　
　
500
円

　
今
年
も
、
医
療
機
関
で
の
が
ん

検
診
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

実
施
期
間

　
12
月
26
日

（土）
ま
で
　

検
査
方
法

・
胃

が

ん
　
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
検
査

・
子
宮
が
ん
　
子
宮
頸
部
の
細
胞

　
　
　
　
　
　
診

・
乳

が

ん
　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

　
　
　
　
　
　
ー
と
視
触
診

持
ち
物

　
保
険
証
、
住
所
の
確
認
が
で
き

　
る
も
の

※
受
診
券
は
あ
り
ま
せ
ん

注
意
事
項

・
医
療
機
関
で
の
予
約
が
必
要
で

　
す
。
希
望
さ
れ
る
医
療
機
関
に

　
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
検
査
に
つ
い
て
は
医
療
機
関
の

　
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
自
己
負
担
金
は
医
療
機
関
へ
お

　
支
払
い
く
だ
さ
い
。

・
診
察
し
や
す
い
服
装
で
お
出
か

　
け
く
だ
さ
い
。

・
検
診
結
果
は
後
日
、
健
康
課
か

　
ら
通
知
し
ま
す
。

・
検
診
は
１
年
（
４
月
〜
翌
年
３

　
月
）
に
１
回
で
す
。

・
保
健
セ
ン
タ
ー
で
検
診
車
に
よ

　
る
集
団
検
診
を
受
け
た
方
（
受

　
け
る
予
定
の
方
）
は
受
診
で
き

　
ま
せ
ん
。

お問い
合わせ

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
第
１
回
　
７
月
16
日

（木）

　
第
２
回
　
８
月
20
日

（木）

　
第
３
回
　
９
月
17
日

（木）

　
午
後
1
時
〜
３
時
30
分

　
講
話
・
妊
婦
体
操
・
沐
浴
実

　
習
な
ど

　
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・

　
水
分
補
給
で
き
る
物
な
ど

※
３
回
で
１
コ
ー
ス
に
な
り
ま

　
す
が
、
１
回
の
み
の
参
加
も

　
可
能
で
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。

　
７
月
５
日

（日）

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
４
〜
5
歳
ま
で
の
幼
児
お
よ

　
び
そ
の
家
族

　
①
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
健
診
、

　
　
歯
科
相
談
、
フ
ッ
素
塗
布

　
②
歯
の
衛
生
週
間
ポ
ス
タ
ー

　
　

表
彰
式
（
午
前
10
時
か
ら
）
 

　
③
イ
ベ
ン
ト
（
歯
の
ク
イ
ズ
、

　
　
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
歯

　
磨
き
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新城地区：今泉病院・高木内科医院・ちさと医院　

　　　　　茶臼山厚生病院・西新町内科整形外科外科医院

　　　　　のだクリニック・むらまつ内科・新城市民病院

鳳来地区：静巌堂医院・ながしのクリニック・星野病院

　　　　　宮本病院

作手地区：作手診療所

新城地区：新城市民病院

鳳来地区：荻野医院

新城地区：新城市民病院

検診科目　　　　　　　　　　実 施 医 療 機 関

胃がん
（1,000円）

子宮がん
（1,000円）

乳がん
（1,000円）

か

く

た

ん

け

い

ぶ

●時

●時

●時 ●申
●所

●問
●所

●申
●所

●時●時 ●時 ●申
●所

●申
●所

●申
●所

●対●対

●対

●持

●￥

●内

●内

●内

●時 ●申
●所

●内●時●内 ●申
●所
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じょうほう課　�23-7623　　info@city.shinshiro.lg.jp

　「礼節を重んじ、心と体を鍛え、礼儀正

しい子に、心の強い子に」を目標に空手道

場を開いている桜塾では、無料体験を実施

しています。

　子どもから大人、男性または女性、年齢

も問いません。ぜひ、この機会に気軽に見

学・体験してみてはいかがでしょうか？

　新城道場

　6月21日（日）・28日（日）

　7月 5日（日）・12日（日）

　午後７時～８時30分

　青年の家

　新城野田道場

　6月25日（木）

　7月２日（木）・9日（木）・16日（木）　

　午後５時～６時

　杉山公民館

　鳳来道場
　6月26日（金）

　7月３日（金）・10日（金）・17日（金）　

　午後７時30分～９時

　本郷構造改善センター

問い合わせ

豊橋市下地町橋口118　�0532-52-9152

師範　酒井貴盛　� 090-2183-6229

   5月23日（土）横浜ゴム株式会社新城工場

で、「千年の杜プロジェクト」が開催されまし

た。

　この事業は、今後、5年間で新城工場（野

田）、南工場（一鍬田）で約70,000本の樹木を植

樹することを計画するものです。今回は、

第１期植樹として、横浜国立大学の宮脇昭

名誉教授による植樹指導の後、地域住民や

従業員約1，000人が新城工場に約12,000本の

シイ・カシ・タブなどの苗木を植樹しました。

　初夏の日差しの中、汗を流しながら苗木

を植え終えた参加者は、満足気な表情でし

た。主催者は、この苗を後世に残すため

に、一生懸命育てていくとともに、この近

くを通る際は、発育具合を気に留めてほし

いと呼びかけました。　　　　清水（野田）

　NTT西日本では地球環境保護のため、古くなった電話帳を積極的に回収

して、資源のリサイクルを図っています。

   新しい電話帳（7月中にお届け予定）を受けとられた際に、不要となった古い

電話帳を配達員にお渡しください。  

  また、配達当日に不在の場合は、後日あらためて回収に伺いますので、

「タウンページセンタ」までご連絡ください。ご協力をお願いします。

　 タウンページセンタ    � 0120-506-309

　５月１９日（火）、庭野小学校の児童が福祉体験

で車いすバスケットボールを行いました。

　クラブチーム「デンソーサンズ」のメンバーが

指導しました。

回収します!
あなたの家の
古い電話帳

皆さんからの情報をお待ちしています

今月の表紙

　広報しんしろ「ほのか」では、この「しみんの
トビラ」への情報をお待ちしています。
　イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さ
んからの耳寄りな話をお寄せください。

●問

愛
フ
ェ
ス
2
0
0
9

東
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
開
催

特
定
非
営
利
活
動
法
人

三
河
社
中

�
０
５
3
3
‐
69
‐
5
3
8
0

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
2
3

　
９
月
４
日
、
５
日
、
６
日
に
愛
・

地
球
博
記
念
公
園
で
、
日
本
初
の

大
規
模
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
「
愛
フ
ェ
ス
２
０
０
９
」

を
開
催
し
ま
す
。
フ
ァ
ン
ド
レ
イ

ジ
ン
グ
と
は
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

が
楽
し
み
な
が
ら
寄
付
を
行
い
、

公
益
的
な
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

活
動
資
金
へ
と
還
元
さ
れ
る
仕
組

み
を
い
い
ま
す
。

　
そ
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
東
三
河

地
区
で
開
催
し
ま
す
。

　
７
月
20
日

（祝）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
豊
橋
駅
南
口
駅
前
広
場

　
愛
フ
ェ
ス
2
0
0
9
（http://

　ifes.jp/

）
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
ス
 

 

　
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト

　
や
東
三
河
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ー
ス
な

　
ど

　
無
料

　
ほ
う
ら
い
吹
奏
楽
団
は
、
「
鳳
来
町
吹
奏
楽
団
」
と

し
て
旧
鳳
来
町
で
結
成
さ
れ
20
年
が
経
ち
ま
し
た
。
平

成
17
年
の
市
町
村
合
併
後
、
「
ほ
う
ら
い
吹
奏
楽
団
」

と
改
名
し
て
初
め
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
演
奏
会
に
は
、
当
ほ
う
ら
い
吹
奏
楽
団
の
演
奏

と
と
も
に
音
楽
好
き
の
市
内
の
中
学
生
、
高
校
生
で
編

成
す
る
ユ
ー
ス
バ
ン
ド
”さ

く
ら

“
も
出
演
し
ま
す
。

　
ま
た
、
加
え
て
、
新
城
市
内
中
学
校
・
高
校
の
吹
奏

楽
部
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
新
城
市
学
校
吹
奏
楽

連
絡
協
議
会
の
協
力
の
も
と
、
ヤ
マ
ハ
楽
器
か
ら
上
赤

竜
次
先
生
を
お
招
き
し
て
公
開
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
7
月
4
日

（土）
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

　
新
城
文
化
会
館

　
主
催
　
ほ
う
ら
い
吹
奏
楽
団

　
出
演
　
演
奏
‥
ほ
う
ら
い
吹
奏
楽
団
、
ユ
ー
ス
バ
ン

　
　
　
　
ド

”さ
く
ら

“

　
　
　
　
公
開
レ
ッ
ス
ン
‥
千
郷
中
学
校
吹
奏
楽
部
、

　
　
　
　
東
郷
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
八
名
中
学
校
吹
奏

　
　
　
　
楽
部
、
鳳
来
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
新
城
東
高

　
　
　
　
等
学
校
吹
奏
楽
部
、
新
城
高
等
学
校
吹
奏
楽

　
　
　
　
部

　
無
料

　
ほ
う
ら
い
吹
奏
楽
団
　
星
野
吉
和
　
�
23
‐
3
9
8
6

●問

●問

●内●￥ ●所 ●時●問
■本

市
政
番
組
「
い
い
じ
ゃ
ん

新
城
」
出
演
者
募
集

　
地
域
の
出
来
事
・
身
近
な
話
題

な
ど
、
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と

を
、
「
”ホ

ッ
“
と
情
報
」
の
コ

ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。

　
時
間
は
、
写
真
･
ビ
デ
オ
な
ど

の
映
像
を
取
り
入
れ
、
２
分
以
内

で
す
。

　
８
月
放
送
分
の
撮
影
を
、
７
月

17
日

（金）
に
行
い
ま
す
。
出
演
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
７
月
８
日

（水）
ま
で
に
じ
ょ
う
ほ
う
課
へ
、
Ｅ

メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
政
治
・
宗
教
・
営
業
な
ど
に
関

　
わ
る
放
送
は
で
き
ま
せ
ん
。

じ
ょ
う
ほ
う
課
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 新城幼稚園の園児が、桜淵公園内を

流れる豊川で、鮎とアマゴの稚魚の放

流を行いました。園児たちは大喜びで、

鮎とアマゴの泳いでいく姿を見守って

いました。

　桜淵いこいの広場で第4回新城市消防団操法大会が開催さ

れました。小型ポンプ操法の部に19チーム、ポンプ車操法の

部に6チームが参加し、日ごろの訓練の成果を披露しました。

【小型ポンプ操法の部】

優勝　鳳来寺分団第2班・準優勝　作手北分団第2班

【ポンプ車操法の部】

優勝　八名分団第2班・準優勝　千郷分団第1班

8月8日（土）に岡崎市で開催される第54回愛知県消防操法大会

には、消防団の取り決めにより小型ポンプ操法の部で優勝し

た鳳来寺分団第２班が出場します。

　つくでの森の音楽祭「さぎそうコンサート」

が鬼久保ふれあい広場内リフレッシュセン

ターで開催されました。ソプラノ歌手・渡

邉るりこさんの歌声と、セントラル愛知交

響楽団管弦楽アンサンブル12人の演奏に酔

いしれました。

　福祉チャリティーバザーが、新城小学校

講堂で行われました。市民の皆さんから寄

贈された品物の売り上げが、老人福祉活動

などの事業資金となります。

 八名小学校の５年生の児童が、

小学校近くの田んぼでどろん

こ運動会を行いました。

　総合的な学習の取り組みの

一つで、田植え前に泥に慣れ

るために行われました。子ど

もたちは、笑顔いっぱいでし

た。

　山吉田小学校の全校児童が「山の学習」の授

業で、昨年 11 月に植え発芽したどんぐりの苗の

間引き作業を行いました。どんぐりの森を作る

ため、今後も活動を続けていきます。

な



広報しんしろ［ほのか］　2009.7 22

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
�
22
‐
1
1
3
3

　http://w
w

w
.qq.pref.aichi.jp/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

�
＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

  

�
0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ

 

新
城
薬
剤
師
会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

�
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く
す
り
安
心
電
話

20年 26

20

－6

0

2

2

30

30

0

30

32

2

105

97

－8

21年

増減

5月中

市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

110

95

－15

1

3

2

112

120

－2

123

123

0

501

494

－7

20年

21年

増減

分

累計
5月末
現在

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

育 児 相 談
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女性悩みごと電話相談
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年 金 相 談
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新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

鳳来保健センター

鳳来保健センター
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勤労青少年ホーム

市民体育館第1会議室

市民体育館第1会議室
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7/6（月）　午前10時　（要予約）

7/9（木）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

7/9（木）午前10時～午後3時※6日（月）正午までに要予約

7/24（金）午前10時～午後3時※21日（火）正午までに要予約
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告
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小林宏之さん
吉川地区出身

（日本航空機長）

　
北
極
回
り
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
線
を
飛

行
し
て
、
眼
下
に
見
え
る
真
夏
の
北

極
海
は
い
つ
見
て
も
、
白
い
氷
に
覆

わ
れ
て
い
た
。
北
極
と
は
白
い
も
の

だ
と
い
う
の
が
常
識
で
あ
っ
た
。
そ

れ
が
、
2
0
0
0
年
を
過
ぎ
た
頃
か

ら
、
「
お
や
っ
」
と
思
う
光
景
が
現

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
氷
に
割
れ
目

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
写
真

上
段
）
こ
れ
は
、
わ
ず
か
に
氷
の
割

れ
目
が
見
え
る
北
極
海
で
あ
る
。

2
0
0
5
年
の
夏
に
な
る
と
割
れ
目

の
数
も
増
え
て
き
て
い
る
の
が
は
っ

き
り
と
確
認
で
き
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。

　
2
0
0
7
年
8
月
に
ア
ン
カ
レ
ッ

ジ
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
へ
向
か
う

飛
行
中
に
、
今
ま
で
目
に
し
た
こ
と

が
な
い
北
極
海
の
光
景
が
目
に
入
り
、

び
っ
く
り
し
た
。
青
い
海
面
の
北
極

海
で
あ
る
。
氷
は
ほ
と
ん
ど
溶
解
し

て
い
る
。
北
緯
81
度
西
経
96
度
の
北

極
海
で
あ
る
。
2
0
0
7
年
の
夏
は

北
極
の
氷
が
観
測
史
上
最
大
に
溶
解

し
た
年
で
あ
る
と
研
究
機
関
か
ら
発

表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

N
A
S
A
（
米
航
空
宇

宙
局
）
の
光
セ
ン
サ
ー

「
M
O
D
I
S
」
も
北
極

の
海
氷
の
大
崩
壊
を
と

ら
え
て
い
る
。
（
写
真

下
段
）

　
通
常
の
夏
季
の
北
極

海
で
は
、
冷
た
い
海
氷

上
に
大
陸
か
ら
の
暖
湿

気
塊
が
移
流
し
て
下
層

雲
が
形
成
さ
れ
る
た
め
、

上
空
か
ら
海
氷
や
海
面

を
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

明
瞭
に
識
別
で
き
る
こ

と
は
稀
で
あ
る
が
、
こ

の
年
の
夏
は
北
極
海
上

に
は
高
気
圧
が
居
座
っ

て
お
り
、
こ
の
高
気
圧

に
伴
う
乾
燥
し
た
空
気

に
広
く
覆
わ
れ
、
上
空
か
ら
も
よ
く

見
え
た
。
近
年
の
温
暖
化
の
影
響
に

加
え
、
広
く
高
気
圧
に
覆
わ
れ
て
太

陽
熱
の
放
射
に
よ
っ
て
氷
の
融
解
が

急
速
に
進
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

※
な
お
、
撮
影
は
、
巡
航
中
に
安
定
し
た

　
状
況
下
で
、
運
航
の
安
全
を
確
認
し
た

　
上
で
行
っ
て
い
ま
す
。

No.4

「真夏でも白い海氷に覆われている北極海」（北極海：2004年8月）

「溶解する北極海の氷」（北極海：2007年8月）
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